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学会等への発表  

国内学会  

第１５回日本疫学会総会 . (2005年 1月 21～ 22日；滋賀、大津 ) 

日野明日香、足達  寿、今泉  勉：お茶やコーヒーの摂取は血圧

を下げるか？  ―一般住民検診における疫学的検討―  

 

第 ６ ９ 回 日 本 循 環 器 学 会 総 会 学 術 集 会 . (2 0 0 5年 3月 19～ 21日 ;

横浜 ) 

Enomoto  M,  Ada ch i  H ,  Ya mag i sh i  S ,  H i r a i  Y ,  Fu ruk i  K ,   

H i n o  A ,  I ma i z u m i  T :  P o s i t i v e  c o r r e l a t i o n  o f  s e r u m a dv a nc e d  

g lyca t ion  end  p roduc t  (AGE)  l eve l s  w i th  t h romboge n ic  marke r s

in  non-d iabe t i c  gene ra l  popu la t ion .  

 

Fu ruk i  K ,  Adach i  H ,  Enomoto  M,  Sa toh  A ,  Ma t suoka  H ,   

H i ra i  Y ,  H ino  H ,  I ma izumi  T :  E leva ted  a symmet r i c   

d i me t hy la r g i n i ne  (ADM A)  i s  r e l a t ed  t o  ca ro t i d  a t h e r os c l e r os i s  

i n  a  J apanese  gene ra l  popu la t ion .  

 

H ino  A ,  Adach i  H ,  Eno moto  M,  F u r u k i  K ,  H i r a i  Y ,  S a t o h  A ,

I ma izumi  T :  In t ake  o f  N- 3  f a t ty  a c ids  r educes  no t  on ly  

s e rum t r i g lyce r ide  l eve l s  bu t  a l so  r emnan t - l i ke  pa r t i c l e   

cho le s t e ro l .  

 

第２８回日本高血圧学会学術集会 . (2005年 9月 15-17日：旭川 ) 

榎本美佳、足達  寿、古木久美子、日野明日香、佐藤  晃、平井

祐治、今泉  勉：血清アルドステロンと臓器障害との関連  －一

般住民を対象とした疫学的検討－  

 

古木久美子、足達  寿、平井祐治、榎本美佳、佐藤  晃、日野明

日香、今泉  勉：血中 Asynmmetric Dimethylarginine (ADMA)と

ホモシステイン、頚動脈硬化との関連  －一般住民検診における

疫学的検討－  

 



平井祐治、足達  寿、榎本美佳、古木久美子、日野明日香、佐藤

晃、今泉  勉：血中エンドセリンは腎機能のマーカーとして有用

である  

 

佐藤  晃、足達  寿、平井祐治、榎本美佳、古木久美子、日野明

日香、今泉  勉：メタボリック症候群では、レムナントリポ蛋白

は高値を示す  

 

日野明日香、足達  寿、榎本美佳、古木久美子、平井祐治、佐藤

 晃、今泉  勉：お茶やコーヒーの習慣的な摂取はメタボリック

シンドロームに予防的に働くか？   

 

研究会・その他  

下関医師会内研会 (2005年 1月 13日：下関市 ) 

足達  寿： N-3系脂肪酸摂取と脳・心血管疾患の関連  

 

久留米医学会集談会 (2005年 2月 16日：久留米市 ) 

平井祐治：血漿エンドセリン１濃度は、血圧とではなく、早期腎

障害及び喫煙と相関する  ―疫学的研究成果より―  

 

第８回循環と細胞機能研究会 (2005年 2月 19日：大阪 ) 

足達  寿、平塚章子、山岸昌一、今泉  勉：肝細胞増殖因子（ H

GF）はメタボリックシンドロームと強い関連を有する  

 

第４７回老年医学談話会 (2005年 2月 26日：福岡市 ) 

古木久美子、足達  寿、佐藤  晃、榎本美佳、日野明日香、松岡

秀洋、今泉  勉：九州の一農村における ADMAと頚動脈硬化との関

連  

 

八女筑後医師会学術講演会（ 2005年 4月 22日：八女市）  

足達  寿：メタボリックシンドローム  －最近のトピックス－  

 

木村賞受賞講演（ 2005年 5月 28日：久留米市）  

平井祐治：血漿エンドセリン１濃度は、血圧とではなく、早期腎

障害及び喫煙と相関する  ―疫学的研究成果より―  

 



第２回佐賀血管不全フォーラム (2005年 6月 8日：佐賀市 ) 

足達  寿： N-3系脂肪酸は脳・心血管病を予防する  

 

奈良生活習慣病研究会（ 2005年 6月 30日：奈良市）  

足達  寿： N-3系脂肪酸は脳・心血管病を予防する  

 

田川医師会学術講演会（ 2005年 7月 5日：田川市）  

足達  寿：安静時心拍数と生命予後の関連   

－疫学的にみた心拍数の重要性－  

 

第１８回循環器病予防セミナー（ 2005年 7月 12日：武雄市）  

足達  寿：特別講演、世界７カ国共同研究  

 

久留米学術講演会（ 2005年 7月 15日：久留米市）  

足達  寿：メタボリックシンドロームの疫学－田主丸研究より－  

 

宇久町健康づくり講演会（ 2005年 7月 22日：宇久町）  

足達  寿：心臓病の予防について  

 

久留米学術講演会（ 2005年 7月 25日：久留米市）  

足達  寿：メタボリックシンドロームと RLP-Cの関連について  

 

第３回  血液・血管オルビス（ 2005年 8月 20日：東京）  

榎本美佳、足達  寿、山岸昌一、今泉  勉：終末糖化産物 (AGEs)

と血栓マーカーとの関連  

 

ちばなメタボリックシンドロームセミナー（ 2005年 9月 2日：沖縄） 

足達  寿：メタボリックシンドローム  －最近の話題－  

 

小倉産婦人科医会 (2005年 9月 21日：北九州市 ) 

足達  寿： N-3系脂肪酸は脳・心血管病を予防する  

     －閉経後女性の動脈硬化を考える－  

 

大牟田市市民栄養教室 (2005年 10月 4日：大牟田市 ) 

榎本美佳：生活習慣病の基礎知識  

 



 

第１回久留米動脈硬化疾患勉強会（ 2005年 10月 13日：久留米市） 

足達  寿：安静時心拍数と生命予後の関連   

－疫学的にみた心拍数の重要性－  

 

第２回佐賀南部生活習慣病フォーラム（ 2005年 10月 28日：嬉野町） 

足達  寿：お茶やコーヒーの摂取はメタボリックシンドロームに

予防的に働くか？  

 

第９回甘木朝倉臨床栄養談話会（ 2005年 11月 15日：甘木市）  

足達  寿：お茶やコーヒーの習慣的な摂取はメタボリックシンド

ロームに予防的に働くか？  

 

大分県病院薬剤師会（ 2005年 12月 16日：大分市）  

足達  寿： N-3系脂肪酸摂取は脳・心血管病を予防する  

 

顕彰  

平成１６年度木村賞  

平井祐治：血漿エンドセリン１濃度は、血圧とではなく、早期腎

障害及び喫煙と相関する  ―疫学的研究成果より―  

 

研究助成金  

平成１７年度文部科学省科学研究費 

平成 17年度～ 18年度  若手研究（ B）  

榎本美佳：ヒトにおける終末糖化産物 (AGEs)の脳・心血管病進展  

への影響 (210万円 )  

 

平成 17年度～ 18年度  若手研究（ B）  

佐藤  晃：血清アルドステロン高値は高血圧や心肥大の危険因子

であるか？ (210万円 ) 

 

平成16年度～１７年度：基盤研究（Ｃ）（２） 

足達 寿、平井祐治、榎本美佳、平塚章子：頚動脈エコーによる動脈硬

化と新しい心脳血管疾患の危険因子との関連 (140万円 ) 

    

平成16年度～１７年度：基盤研究（Ｃ）（２） 



平井祐治、足達 寿、榎本美佳： 血清エンドセリン１と早期臓器障害との

関連－ 一般住民検診における疫学的検討 － (110万円) 
 

平成１７年度博慈会老人病研究所研究助成  (20万円 ) 

日野明日香： Very  long  cha in  N-3  f a t ty  ac ids  i n t ake  and   

c a r o t i d  a t h e r o s c l e r o s i s  a n  e p i d e mi o l o g i c a l  s t u d y  e v a l u a t e d  b y  

u l t r a sonograhpy  

 

平成１７年度石橋学術振興基金助成金  

足達  寿、榎本美佳、日野明日香：頚動脈エコーによる動脈硬化

と新しい心脳血管疾患の危険因子との関連  (30万円 ) 

 

平成１７年度千代田健康開発事業団第５２回医学研究助成  

足達 寿：成人病、特に脳・心血管病を予防するN-3系脂肪酸の役割 (100万円) 

 

平成１７年度第２２回総合健康推進財団助成金  

榎 本 美 佳 ： 終 末 糖 化 産 物 (AGEs)は 糖 尿 病 ・ 動 脈 硬 化 性 疾 患 の 進

展・予防の予知因子となり得るか？  ―  一般住民を対象とした

疫学的研究から、生活習慣病予防を検討―  (70万円 ) 

 

平成１７年度明治安田厚生事業団第２２回健康医科学研究助成  

榎本美佳：一般住民検診を対象とした疫学的研究から、終末糖化

産物 (AGEs)は生活習慣病の進展・予防の予知因子となり得るか？  

(100万円 ) 

 


